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◯ ◯ICTの有効活用（会議資料
等の効率化）

職員間の情報共有と連携を強化し、業務の効率化を
図る。

地域と連携した挨拶の推進 学期に１回以上、地域や公民館
と連携して挨拶の様子を共有す
る。

【

働

き

方

改

革

の

推

進
】

○

〇

「部活後1時間以内に退勤す
る」の回答80％以上
＊R7.1学期末:75％

「時間外勤務の縮減を実感で
きた」の回答90％以上
＊R7.1学期末:88％

学
校
等

業務の見直し 運営委員会は月１回時間外勤務の状況を把握し、検
証と改善を行う。

事
業
部

自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り

自
他
の
向
上
に
生
か
そ
う
と
す
る
力

○

〇

「地域（周り）のために自分
の力が役立った」の「そう思
う」の回答を60％以上
＊R7.1学期末:49％

「友人や地域の方に気持ちの
良い挨拶ができた」の「そう
思う」の回答を80％以上
＊R7.1学期末:77％

学
校

生徒会による自治活動の推
進

担当者は学期に１回以上、学校
生活向上につながる地域貢献活
動を提案する。

生活目標の振り返りの充実 「あたりまえを磨くアンケー
ト」で自己の成長を振り返らせ
る。

挨拶の推進 保護者は月に１回、ふれあい挨
拶運動に参加し、生徒の挨拶の
様子を共有する。

授業者（学級担任）は月に１回
以上、「学び方シート」を活用
して学び方を振り返らせる。

協働的な学びの推進 授業者は単元に１回以上、学習
班や研究班を活用した交流活動
を設定し、学びの成果を振り返
らせる。

親子会話の推進 保護者は週に１回以上、学校生
活の様子についての子どもとの
会話の時間を持つ。

地域人材リストの活用 学校運営協議会と連携して、学
期に１回以上ゲストティー
チャーとして協力する。

授業者は学期に１回以上、探究
学習に取り組ませる。
※教師の効果的な支援

生
徒
指
導
部

自
分
に
合
っ

た
学
び
方
で

基
本
的
内
容
を
習
得
す
る
力

○

〇

学力調査における正答率50％
以上を70％以上
※定期テストも同様
＊R7.1学期末:75％

　

「自分に合ったやり方を見つ
け、家庭学習に取り組むこと
ができている。」の「そう思
う」の回答を60％以上
＊R7.1学期末:56％

学
校

○ 自分の学び方を振り返り、
基礎基本の習得に生かす。
（自分の弱点をキュビナで克
服）

毎授業の５分間キュビナ、週２
回のキュビナテスト、家庭学習
の連動を図る。

学び方（家庭学習）の把握 保護者は自分に合った学び方が
できているか様子を見守り、月
に１回「家庭学習の振り返り」
にコメントを書く。

学校公開への積極的な参加 地域住民は学期に１回以上来校
し、生徒の様子について学校と
情報共有する。

他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力

○

〇

「課題の解決に向けて自分に
合った手法（調べ方、情報、
手順など）を見出すことがで
きた」の「そう思う」の回答
を70％以上
＊R7.1学期末:62％

「交流活動が課題の解決に役
立った」の「そう思う」の回
答を70％以上
＊R7.1学期末:64％

学
校

思考力・表現力の育成

研
修
部

取組指標に対する

取組状況の確認
達成指標に対する

達成状況の確認 達成指標・取組指標の妥当性を

検証

評価

改善方法

学校関係者評価
（　　月　　日）

指標

別
全体

【学校の教育目標】 互いの成長を認め合いながら自ら道を拓く生徒の育成
資質・能力
との関連

担
当

（評価　４：１００％以上　　３：８０％以上１００％未満　　２：６０％以上８０％未満　　１：６０％未満　　※％は達成率）
知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力

学

び

に

向

か

う

力

・

人

間

性

等

の

涵

養

【育成を目指す資質・能力】 問題発見・解決能力

達成指標 重点的取組 取組指標

日田市立 戸山中 令和7年8月6日 確認・検証・改善【　　回目】

(様式２) 令和７年度　学校評価の４点セット整理票 ２学期版 検証・改善フローシート 月ごとのや学期途中での検証・改善に繰り返し使用できます。


